
国土交通省では、「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり推進のため、全国の街路・まちづくり担当者等が一堂に会し、
担当者間の知見・ノウハウの共有等を図るマチミチ会議を平成３０年度より開催しています。
第６回となる今回は、『地方都市におけるウォーカブルシティ』をテーマに国、自治体、学識者、民間事業者が参画し、地方都
市における取組の現状や国の取組について紹介、議論します。
「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりにご関心のある皆様、特に、これから取組を進めていきたいとお考えの皆様のご
参加をお待ちしております！

日 時

2 29月 日

TH
U お申し込み

お申し込みフォーム【先着順】
申込締切：2024年2月22日（木）17:00

第 6回 マチミチ会議

定　　員｜800名
参 加 費 |無料

開 催 概 要

株式会社オオバ（担当　緒方、大矢、小柳）・一般社団法人ソトノバ（担当：秋元、小原）
E-mail: kei_ogata@k-ohba.co.jp　TEL：052-219-0087
国土交通省 都市局 街路交通施設課（担当：﨑谷、吉田、小島）
E-mail:hqt-machi-michi@mlit.go.jp　TEL ：03-5253-8111( 内線 32863)、03-5253-8417( 直通 )

問 合 せ

申込について

取組について

（申込URL ）https://forms.gle/tEyP4pNkQpvjFaTX8

※フォームでの申し込みができない場合には、
　問合せ申込担当までご連絡ください

TOKIWAIKOT: ときわいこっと。（山口県宇部市）TOKIWAIKOT: ときわいこっと。（山口県宇部市）

地方都市のウォーカブルシティ

14:00-16:30

主　　催｜国土交通省
開催形式｜WEB配信（ZOOM）

宋 俊煥
山口大学 准教授

大藪 善久
株式会社 SOCI 代表

阿部 勇士
札幌市役所 まちづくり政策局

別紙

※当セミナーは、都市計画CPD認定プログラムです



事例紹介「沼津市のウォーカブル推進に係る取り組み」

13:40 オンライン開場
14:00 開会・あいさつ

15:15

事例紹介「札幌市のウォーカブル推進に係る取り組み」

15:45 パネルディスカッション・質疑応答

プ ロ グ ラ ム

16:30 終了

株式会社 SOCI 代表。1985 年生まれ。東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻に
て景観学を修了後、日建設計シビルに入社。2019 年に独立し、SOCI を設立。全国の
公共空間の計画・設計・デザイン・利活用業務に関わる。共著書に『PPR the GEARs 
公共空間利活用のための道具考』など。

宋 俊煥
専門はアーバンデザイン・マネジメント。2013 年東京大学大学院博士課程修了 ( 環境
学博士 )。2015 年から山口大学大学院理工学研究科助教。2019 年 4 月から山口大学
大学院創成科学研究科建築学コース准教授。若者クリエイティブコンテナYCCU（宇部）
代表、まちづくり会社にぎわい宇部非常勤取締役、広島市カミハチキテル・ディレク
ター、竹原市都市デザインアドバイザー、日本建築学会中国支部都市計画委員会委員
長等。宇部市・山口市・広島市・竹原市・新見市等でウォーカブル関連実践活動。

14:05 国の取り組み紹介（国土交通省都市局、水管理・国土保全局、道路局）

14:35 基調講演「地方都市におけるウォーカブルシティ」

大藪 善久

阿部 勇士
15:30

宋 俊煥 大藪 善久 阿部 勇士 﨑谷 唯比古 
山口大学 SOCI 札幌市役所 国土交通省

緒方 景子
オオバ

パネリスト モデレーター

札幌市まちづくり政策局政策企画部（ウォーカブルガイドライン策定担当）。2014 年
に入庁後、駅前広場新規整備や開かずの踏切廃止を伴う駅周辺地区整備事業、北海道
胆振東部地震からの復旧復興事業を担当。現職では札幌市におけるウォーカブルガイ
ドライン策定に向けて、モデル地区におけるデジタルプラットフォームを用いた市民
対話や実証実験などを展開している。技術士（建設部門）。

『地方都市におけるウォーカブルシティ』をテーマに国、自治体、学識者、民間プレイヤーによるディスカッショ
ンを予定しています。お申し込みフォームで気になる質問・テーマも受け付けています、是非ご入力をお願いし
ます。

石田 祐也
ソトノバ


